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十
世
大
泉
道
鑑
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
仙

台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』
の
内

容
の
紹
介

　

郷
土
史
研
究
家
古
田
義
弘
先
生
は
、
今
ま
で
に
数
多
く
の
名
著
と

さ
れ
る
本
を
執
筆
し
て
き
た
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
『
仙
台
領

に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
』
を
出
版
し
て
、
仙
台
地
区
で
は
大
好
評

を
博
し
、
話
題
作
と
な
っ
た
。
続
い
て
二
〇
二
一
年
四
月
に
は
、
そ

の
続
編
と
な
る
『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅱ
』
を
出
版
し
、

「
仙
台
市
の
書
店
で
最
も
売
れ
る
本
」
（
金
港
堂
書
店
調
べ
）
と
し
て

多
く
の
市
民
か
ら
再
度
注
目
を
浴
び
た
（
図
１
及
び
表
１
）
。

　

今
回
、
そ
の
本
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
三
番
目
と
な
る
『
仙
台
領
に

生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』（
以
下
本
書
と
略
記
。
図
２
）
が
二
〇 

二
二
年
二
月
に
発
刊
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
主
と
し
て
「
学
問
」
や
「
文

化
・
芸
術
」
の
分
野
の
進
歩
・
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
が

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

仙
台
藩
志
会
常
任
理
事

「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
大
学
名
誉
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）

図1-1　古田義弘先生の著書
『仙台領に生きる郷土の偉人傳Ⅰ』

図1-2　古田義弘先生の著書
『仙台領に生きる郷土の偉人傳Ⅱ』
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選
ば
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
筆
者
の
母
で
当
流
の
宗
家
十
世
故
大

泉
道
鑑
（
本
名
淑
子
）（
明
治
四
二
年
～
平
成
二
二
年
―
一
九
〇
九

～
二
〇
一
〇
）
が
、「
当
流
の
中
興
の
祖
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

本
書
も
前
回
一
、二
回
と
同
様
に
「
仙
台
市
の
書
店
で
最
も
売
れ
る
本
」

に
三
年
連
続
で
選
ば
れ
た
（
表
２
）。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
本
は
、
仙

台
領
の
近
代
・
現
代
の
政
治
史
・
経
済
史
だ
け
で
な
く
、
文
化
史
に

も
大
き
な
足
跡
を
残
す
と
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
本
書
の
概
略
と
出
版
の
趣
旨
の
理
解
の
便
の
た
め
、「
目

次
」
「
あ
と
が
き
」
「
参
考
文
献
」
の
箇
所
を
次
に
示
し
た
。

週間ベストセラーズ
（金港堂書店調べ）

①仙台領に生きる郷土の偉人傳Ⅲ
（古田義弘）本の森 880円

②3.11キヲクのキロク、そしてイマ。
2021（3.11オモイデアーカイブ）2,200円

③看取るほどわかる命の重さかな
（山室誠）金港堂出版部1,320円

④ヒトの壁

（養老孟司）新潮社 858円

⑤母の待つ里

（浅田次郎）新潮社 1,760円

注） ⑥～⑩は割愛

仙台

表2　本書が仙台市の書店で一番売れている本
の週間ランキングのトップ

（令和4年2月27日付河北新報の記事を改変）

表1　古田義弘先生の著書
『仙台領に生きる郷土の偉人傳ⅠとⅡ』（偉人）

図2　古田義弘先生の著書
『仙台領に生きる郷土の偉人傳Ⅲ』（本書）
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さ
て
、
十
世
道
鑑
の
波は

瀾ら
ん

に
富
ん
だ
人
生
を
本
書
に
取
り
上
げ
て

戴
い
た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
世
道
鑑
は
、
芸
術
的
に
完
成
度
が
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
と

さ
れ
る
「
伊
達
文
化
」
を
代
表
す
る
当
流
の
古
き
歴
史
と
輝
か
し
い

伝
統
、
そ
れ
に
深
遠
な
る
茶
道
の
真
髄
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家
の
継
承
の
印
（「
三
種
の
神
器
」）

の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三
巻
）

及
び
そ
れ
と
関
連
性
が
深
い
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
の
解
読

研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
定
め
、
そ
の
研
究
に
没
頭
す
る
日
々
を
送

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
著
書
『
清
水
動
閑
註
解

石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
（
図
３
）
に
ま
と
め
、
自
費
出

版
し
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
一
部
は
学
会
誌
へ
論
文
と
し
て
投
稿
す

る
た
め
、
原
稿
用
紙
に
書
き
溜た

め
て
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
た
点
も
、

茶
道
研
究
者
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
所ゆ

以え
ん

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
（
図
４
）。
ま
た
、
藩
政
時
代
か
ら
「
伊
達
文
化
」
の
中
心
を
担
っ

て
き
た
当
流
の
こ
の
上
も
な
く
上
品
で
美
し
い
手
前
が
、
そ
の
文
化

と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
至
り
、
こ
れ
を
未
来
永

劫
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
永
い
年
月
を
か
け
て
数
冊
の
「
教
本
」（
図

３
）
に
ま
と
め
、
自
費
出
版
に
漕
ぎ
つ
け
た
点
が
、
宗
家
・
茶
道
研

究
者
と
し
て
大
き
な
責
任
を
果
し
た
と
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図3-1　十世道鑑の著書
『清水動閑註解石州流三百箇條付仙台藩茶道』

図3-2　最初に出版された教本
『仙台藩茶道石州流教本』
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次
第
で
あ
る
。

　

十
世
道
鑑
の
「
我
慢
」
と
「
努
力
」
の
人
生
に
つ
い
て
、
本
書
の

五
十
九
～
六
十
六
頁
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
半
の
人
生
に
は
、

十
世
道
鑑
の
誕
生
、
子
供
時
代
、
結
婚
と
夫
と
の
死
別
、
そ
の
後
の

子
供
の
養
育
・
教
育
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
後

半
の
人
生
に
は
、
一
転
し
て
茶
道
人
生
ひ
と
筋
に
生
き
抜
い
て
い
っ

た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
前
に
も
述
べ
た
当
流

の
茶
道
頭
・
宗
家
の
継
承
の
印
の
「
三
種
の
神
器
」
の
ひ
と
つ
で
あ

る
伝
来
の
「
茶
湯
書
」
や
厖
大
な
「
古
文
書
」
の
解
読
研
究
、
ま
た

藩
政
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
上
も
な
く
優
美
な

当
流
の
手
前
を
、
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
の
「
教
本
」
の
出
版

活
動
に
心
を
砕
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
今
は
天
に
召
さ
れ

た
十
世
道
鑑
は
、
本
書
を
見
て
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、
特
に
本

書
の
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
思
っ
た
通
り
に
は
な
ら
な

い
が
、
や
っ
た
通
り
に
は
な
る
。
」
と
い
う
仙
岳
院
法
嗣
で
あ
っ
た

荒あ
ら

了
り
ょ
う

寛か
ん

（
昭
和
三
年
～
令
和
元
年
―
一
九
二
八
～
二
〇
一
九
）
の
格

言
通
り
で
あ
っ
た
と
、
実
感
し
て
い
る
と
筆
者
は
確
信
し
て
い
る
次

第
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
著
者
の
古
田
先
生

の
許
可
を
得
て
、
そ
の
全
文
を
次
に
転
載
さ
せ
て
戴
い
た
。

今
ま
で
述
べ
た
こ
と
は
、
我
が
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
「
伊
達
文
化
」

の
伝
承
と
発
展
の
た
め
に
、
十
世
道
鑑
の
「
我
慢
」
と
「
努
力
」
の

人
生
を
懸
け
て
行
っ
た
茶
道
活
動
が
、
見
事
に
結
実
し
た
と
言
え
よ

う
。

　

そ
の
た
め
、
本
書
の
出
版
の
件
は
当
流
に
と
っ
て
は
、
こ
の
上
も

な
く
名
誉
な
こ
と
で
、
ま
た
慶
賀
に
堪
え
な
い
こ
と
と
、
そ
の
後
継

者
で
あ
る
筆
者
は
勿
論
の
こ
と
我
が
弟
子
一
同
と
共
に
、
そ
の
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
本
書
の
十
世

道
鑑
に
関
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
、
主
と
し
て
こ
こ

に
紹
介
さ
せ
て
戴
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
あ
る
と
考
え
、
筆
を
執
っ
た 図4　『茶の湯文化学』33号表紙
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葺
數
寄
屋
寸
法
』
十
世
大
泉
道
鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑

令
和
四
年

『
動
閑
茶
湯
書
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

【
付
記
】

本
書
の
問
い
合
せ
先
（
発
行
所
）

〒
九
八
四-

〇
〇
五
一

仙
台
市
若
林
区
新
寺
一
丁
目
五-

二
六-

三
〇
五

本
の
森　

電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス　

〇
二
二-

二
九
三-

一
三
〇
三

【
謝　

辞
】　

　

本
書
の
一
部
の
転
載
を
ご
許
可
賜
わ
り
ま
し
た
古
田
義
弘
先
生
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】
（
五
十
音
順
）

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）　

丸
善
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅰ
』
古
田
義
弘　

本
の
森　

令
和
二
年

『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅱ
』
古
田
義
弘　

本
の
森

令
和
三
年

『
仙
台
領
に
生
き
る
郷
土
の
偉
人
傳
Ⅲ
』
古
田
義
弘　

本
の
森

令
和
四
年

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
三
十
三
号
）
『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注 

�（
そ
の
一
）
『
露
地
之
書
』
十
世
大
泉
道
鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑　

令
和
二
年

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
三
十
七
号
）
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
そ
の
二
）
『
茅

大
おお

棗
なつめ

「六十二万石」
この銘

めい

は、伊達家十八代当主伊達泰宗様から十世
道鑑が賜わったものである。伊達家と当流宗家の
太い絆の象徴である。


